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のに使用したランドサット・データ (MSS，TM， ETM)は、1979年から 2003年にまたがる夏の 5シーン (1979、
1985、2∞0、2001、2003)、冬の雪線高度は 2シーン (1999、2∞4) である。現地謁査は 2004、2005、
2007、2009、2010年に行った。 SARデータは EuropeanRemote Sensing Satellite (ERS-1 and ♂)で 1997-98 




















本研究は、衛星データから求めた北パタゴニア氷原の 21の溢流氷河の5時期 (1979年から 2003年の間)
の平衡線の位置と高度が氷原の東西南北で、かなり異なること、また年々変動が大きいことを示した。これら
は地形的な位置や流域面積の大きさを反映しているものと考えられた。また、 SARデータはj函養域の氷・
雪の状態の推定に有効であることが判明した。さらに、気温データの解析から夏でもj函養域の大部分で融解
し、消耗域では冬も融解していることが明らかになった。平衡線の高度の変動が大きい氷河では、 1945年
以降の末端変動(後退)が大きいことが判明した。
以上、観測結果の乏しかった南アメリカ大陸での氷河の変化を明らかにした成果は学術的に大きいと判断
する。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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